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知的障害児における国語教育課程に関する現状と課題

－知的障害児の国語能力における段階別教育課程の再構築の観点から－

Current Situation and Issues of Japanese Language Curriculum for 
Children with Intellectual Disabilities

Ⅰ . 研究背景

　特別支援教育は、自立を図るために必要な知識
技能を授けることを目的としている（学校教育法
第七十二条）。さらに、「今後の特別支援教育の在
り方について」（文部科学省，2003）において、
障害のある児童生徒にとって自立や社会参加は重
要な目的であり、可能な限り自らの意思及び力で
社会や地域の中で生活していくための一つのアプ
ローチとして教育が必要であるとしている。この
ことから、障害児の教育行う上で自立・社会参加
は重要であると考えられる。一方、2008 年に改
訂された小学校学習指導要領総則によると、教育
において基礎的・基本的な能力を育むためには、

「言語活動の充実」が求められている。また、「こ
れからの時代に求められる国語力について」（文
部科学省，2004）の中で言語活動の充実につい
て国語の教育を学校教育の中核に据えて、全教育
課程を編成することが重要であると示されてい
る。このことから教育の中では国語教育が重要で
あると言える。さらに、コミュニケーション能力
を成立させることは、国語の最も基本的な役割で
あり（文部科学省，2004）、コミュニケーション
能力やその基礎となる国語力向上が求められてい
ると考えられる。知的障害児特別支援学校学習指
導要領の国語教育課程において、小学部から高等

部の国語に関する教育課程を整理するといくつか
の課題が明らかとなった。それは、小学部から高
等部まで達成段階が曖昧であり、特別支援教育が
最終目標とする卒業後の自立と社会参加に必要な
最低限度の到達目標の記載がないことだ。国語能
力は教育の中で最も基本であるにもかかわらず、
特別支援教育の国語教育課程には以上のような課
題があることから段階別教育課程の再構築が必要
なのではないかと考える。

ここで、特別支援教育が目的とする自立と社
会参加について、添木（2009）は、知的障害の
ある人の自立と社会参加とは、地域社会で生き
ていくことだと定義している。障害者基本計画

（2002）では、雇用・就業は障害者の自立・社会
参加のための重要な柱であり、働くことによって
社会に貢献できるように整備を図るとしている。
また、「障害者の就労支援対策の状況」（厚生労働
省，2012）を見ると、障害児の特別支援学校卒
業後の進路は一般就労と福祉就労合わせて約 89
％と報告されており、障害児の自立・社会参加と
就労は綿密な関係があると考えられる。そこで、
自立と社会参加を就労という視点で捉えることが
可能ではないかと考え、就労現場が要求する国語
能力について調べた。「新卒採用に関するアンケ
ート調査」（日本経済団体連合会，2014）による
と、2014 年に企業が採用選考時に重視する要素
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は「コミュニケーション能力」とされている。し
かし、障害者職業総合センター（2012）による
と、職場定着課題事例における知的障害者の事例
は他の障害者の事例よりも多く、その長期課題第
1 位は「コミュニケーション」であると判明した。
このことから、国語教育では、コミュニケーショ
ン能力の育成をしているにも関わらず、就労現場
では、最重要課題として捉えられており、就労現
場から求められる能力と教育現場で育成している
能力は一致していないことが伺える。
　また、特別支援学校において学校教育現場では、
先生が変わると同じ教育内容の繰り返しになると
いう保護者の意見もあることから教育内容をより
明確にし、教育課程を段階的に表すことが必要不
可欠である。特別支援教育の国語教育課程を段階
別に示した先行研究は「学習到達度チェックリス
ト」（徳永，2014）があるが、これは広い教科の
学習到達度を定めたものであり、特別支援教育の
国語教育課程に特化したものではないので、特別
支援教育における国語教育課程では最終的に自
立・社会参加を見据えた段階別評価基準を決定し、
教育課程の再構築が必要であると考えられる。

そこで本研究では、国語教育課程再構築のた
めの最初の段階として、自立と社会参加に必要な
国語力と現在の国語教育課程を分析し、特別支援
教育における国語の教育課程の課題を明らかにす
ることを目的とする。また、この研究は沖縄県立
総合教育センター（以下、「教育センター」とする。）
との研究協定の一環として、行われている。

Ⅱ . 研究方法
　

本研究では、自立と社会参加に必要な国語力
を分析の観点（分析基準）として設定し、それら
の分析基準をと国語教育課程を照らし合わせて
分析することとする。そこで、分析基準を決定
するために、Google Scholar や国立情報学研究所

（CiNii）、科学技術情報発信・流通総合システム
（J-STAGE）から自立と社会参加に必要な国語力
に関する指標や尺度の資料収集を行った。その結
果、大きく教育分野と社会参加（就労）分野にお
いて 4 件の文献が該当した。就労を目指す知的
障害のある生徒への支援に関する研究（山口県立
田布施総合支援学校，2010）、子どもの支援度ア
セスメント尺度作成の試み（千葉大学教育学部研
究紀要，2013）、知的障害者の職業訓練・指導実
践報告 （Ⅶ）介護サービス職種編（日本障害者雇
用促進協会職業リハビリテーション部，2002）、

就労移行支援のためのチェックリスト（厚生労働
省，2006）の指標と尺度をもとに、研究者及び
教育センター職員との協議を行った上で、61 項
目に選定した（表 1）。分析基準は、「聞く・話す」

「読む」「書く」の 3 領域に大きく分類した。
これらの分析基準と、「知的障害特別支援学校

国語学習指導要領」、「小学校学習指導要領国語
編」、「中学校学習指導要領国語編」、「高等学校学
習指導要領国語編」の内容を照らし合わせながら
分析することとする。 

Ⅲ . 結果

１．知的障害特別支援学校国語学習指導要領の分
析結果

　
分析基準と知的障害特別支援学校国語学習指

導要領を照らし合わせた結果、すべての学部に
該当している項目は、「1. 指示内容を理解でき
る。」、「2. 指示の細かい点について言葉で理解す
る。」、「3. 集団の中でも指示の内容を理解し、行
動する。」、「14. 友達の言っていることを理解す
る。」、「18. 相手にきちんと話す。」、「24. 話され
たことに意思を表す。」、「25. 自分の感情を言葉
で表す。」、「28. 自分のことを話す。」、「38. 内容
を分かりやすく伝える。」、「39. 短い文を正しく
読む。」、「40. ひらがなや簡単な漢字を読む。」、

「41. 文字を正しく読む。」、「42. 文中の語句や行
を抜かさずに読む。」、「43. 文中の語句や行を繰
り返し読まない。」、「44. 単語の拾い読みではな
く、文として読む。」、「45. 文字の順序を正しく
読む。」、「47. 長音や拗音を正しく読む。」、「48. 
助詞や文末を正しく読む。」、「52. 短い文を正し
く書く。」、「53. ひらがなや簡単な漢字を書く。」
の 20 項目であった。

２．小学校学習指導要領国語編の分析結果
　

分析基準と小学校学習指導要領国語編を照ら
し合わせた結果、すべての学年に該当している項
目は、「17. その場に応じた会話をする。」、「18. 
相手にきちんと話す。」、「20. 相手の感情や立場
を理解して話す。」、「21. 相手に応じた（適切な）
言葉遣いで話す。」、「22. 場に応じた（適切な）
言葉遣いで話す。」、「29. 集団での話し合いに参
加する。」、「37. 筋道の通った話をする。」、「38. 
内容をわかりやすく伝える。」、「40. ひらがなや
簡単な漢字を読む。」、「46. 区切りや抑揚をつけ
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て読む。」、「49. 適切な速さで読む。」、「51. 手本
を見て書き写す。」、「53. ひらがなや簡単な漢字
を書く。」、「58. 形や大きさが整った文字を書く。」
の 14 項目であった。

３．中学校学習指導要領国語編の分析結果

分析基準と中学校学習指導要領国語編を照ら
し合わせた結果、すべての学年に該当している
項目は、「8. 話し合いの流れを理解する。」、「9. 
話し相手の意図をとらえながら聞く。」、「17. そ
の場に応じた会話をする。」、「18. 相手にきちん
と話す。」、「20. 相手の感情や立場を理解して話
す。」、「21. 相手に応じた（適切な）言葉遣いで
話す。」、「22. 場に応じた（適切な）言葉遣いで
話す。」、「24. 話されたことに意思を表す。」、「26. 
わからないことは質問する。」、「29. 集団での話

し合いに参加する。」、「40. ひらがなや簡単な漢
字を読む。」、「53. ひらがなや簡単な漢字を書
く。」、「58. 形や大きさが整った文字を書く。」の
13 項目であった。

４．高等学校学習指導要領国語編の分析結果

分析基準と高等学校学習指導要領解説国語編
を照らし合わせた結果、すべての学年に該当し
ている項目は、「7. 場の状況を読み取る。」、「9. 
話し相手の意図をとらえながら聞く。」、「10. 聞
き漏らしをしない。」、「11. 言葉の意味を聞き間
違えない。」、「15. 援助を求める。」、「17. その場
に応じた会話をする。」、「18. 相手にきちんと話
す。」、「20. 相手の感情や立場を理解して話す。」、

「21. 相手に応じた（適切な）言葉遣いで話す。」、
「22. 場に応じた（適切な）言葉遣いで話す。」、「24. 

表 1　分析基準

協議を行った上で、61 項目に選定した（表 1）。分析基準は、「聞く・話す」「読む」「書く」

の 3 領域に大きく分類した。 

これらの分析基準と、「知的障害特別支援学校国語学習指導要領」、「小学校学習指導要

領国語編」、「中学校学習指導要領国語編」、「高等学校学習指導要領国語編」の内容を照ら

し合わせながら分析することとする。  

 

表 1 分析基準 
領域 項目 

聞
く
・
話
す 

聞
く 

1. 指示内容を理解できる。 2. 指示の細かい点について言葉で理解する。 3. 集団の中でも指示

の内容を理解し、行動する。（聞く） 4. 人の話を最後まで聞く。（相手を見て、しゃべらずに、

怒らずに） 5. 長い話を聞き続ける。※5・6 年生 6. 質問を最後まで聞いてから答える。 7. 場
の状況を読み取る。（自分のことをしてよいか？、話し合うべきか？、雑談の時間か？など） 8. 話
し合いの流れを理解する。（聞く） 9. 話し相手の意図をとらえながら聞く。※5・6 年生 10. 聞
き漏らしをしない。 11. 言葉の意味を聞き間違えない。 12. 聞いたことをすぐ忘れない。 13. 単
語の意味を取り違えない。 14. 友達の言っていることを理解する。  

話
す 

15. 援助を求める。 16. 困った時に助けを呼ぶ。（コミュニケーション） 17. その場に応じた会

話をする。 18. 相手にきちんと話す。（会釈は？、顔を見て、声の大きさは？、ふさわしい内容

か？） 19. 話している人に目を向ける。 20. 相手の感情や立場を理解して話す。 21. 相手に

応じた（適切な）言葉遣いで話す。 （目上の人、来客、集まりのときなど） 22. 場に応じた（適

切な）言葉遣いで話す。 ※5・6 年生 23. 表情、ジェスチャー等で、コミュニケーションができ

る。 24. 話されたことに意思を表す。（分かったか？、分からなかったか？） 25. 自分の感情を

言葉で表す。 26. わからないことは質問する。（コミュニケーション） 27. 聞かれたことにしっ

かり答える。 28. 自分のことを話す。（自己紹介、趣味・特技、家族のことなど） 29. 集団での

話し合いに参加する。（話す）※5・6 年生 30. 人にやさしい言葉をかける。（「お疲 れ様」、「す

ごいですね」、「体に気を付けて」など） 31. 単語の羅列ではなく、文で話す。 32. 言葉の意味

を間違わずに話す。 33. 言葉が途切れたり、詰まったりしない。 34. 適切な速さで話す。（早口

になったり、たどたどしくならない） 35. 状態や程度・様子を表す言葉をつかえる。（ピョンピ

ョン跳ぶ、ボウボウ燃える等） 36. 話の内容がかみ合う。 37. 筋道の通った話をする。 38. 内
容をわかりやすく伝える。 

読
む 

39. 短い文を正しく読む。40. ひらがなや簡単な漢字を読む。 41. 文字を正しく読む。 42. 文
中の語句や行を抜かさずに読む。 43. 文中の語句や行を繰り返し読まない。 44. 単語の拾い読

みではなく、文として読む。 45. 文字の順序を正しく読む。（はしご→はごし）  46. 区切りや

抑揚をつけて読む。 47. 調音や拗音を正しく読む。 48. 助詞や文末を正しく読む。※5・6 年生 
49. 適切な速さで読む。※5・6 年生 

書
く 

50.  簡単なメモが取れる。 51. 手本を見て書き写す。 52. 短い文を正しく書く。 53. ひらが

なや簡単な漢字を書く。 54. 漢字のへんとつくりを正しく書く。 55. 文字を省略して書かない。 
（がっこう→がこう） 56. 縦線、横線に注意して、読みやすい文字を書く。 57. おおむね正し

い筆順で書く。 58. 形や大きさが整った文字を書く。 59. 似た文字でも間違わずに正しく書く。 
60. 拗音や促音を正しく書く。※5・6 年生 61. 送り仮名に注意して書く。※5・6 年生 
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話されたことに意思を表す。」、「27. 聞かれたこ
とにしっかり答える。」、「29. 集団での話し合い
に参加する。」、「34. 適切な速さで話す。」、「37. 
筋道の通った話をする。」、「38. 内容をわかりや
すく伝える。」、「40. ひらがなや簡単な漢字を読
む。」、「48. 助詞や文末を正しく読む。」、「50. 簡
単なメモが取れる。」、「53. ひらがなや簡単な漢
字を書く。」、「61. 送り仮名に注意して書く。」の
21 項目であった。

５．結果のまとめ

（１）「聞く・話す」の「聞く」領域
「聞く」の領域は全 14 項目ある。分析結果は

表 2 に示す。この中で知的障害特別支援学校の
国語学習指導要領にすべての学年で該当している
項目は「1. 指示内容を理解できる。」、「2. 指示の
細かい点について言葉で理解する。」、「3. 集団の
中でも指示の内容を理解し、行動する。」の指示
内容の項目と、「14. 友達の言っていることを理
解する。」となった。また「7. 場の状況を読み取
る。」は、通常学校国語学習指導要領ではほとん
ど該当しているが、知的障害特別支援学校国語学
習指導要領には記載がない。さらに、「5. 長い話
を聞き続ける。」、「12. 聞いたことをすぐ忘れな
い。」、「13. 単語の意味を取り違えない。」項目は
すべてに記載がない。

表 2　分析基準に基づいた「聞く・話す」の「聞く」領域の対応分析結果

項目はすべてに記載がない。 

 

表 2 分析基準に基づいた「聞く・話す」の「聞く」領域の対応分析結果 

 

（２）「聞く・話す」の「話す」領域 

 「話す」の領域は全 24 項目ある。分析結果は表 3 に示す。この中で知的障害特別支援

学校の国語学習指導要領にすべての学年で該当している項目は「18. 相手にきちんと話

す。」、「24. 話されたことに意思を表す。」、「25. 自分の感情を言葉で表す。」、「28. 自分の

ことを話す。」、「38. 内容をわかりやすく伝える。」など、自分の感情や意思を相手に表示

する項目となった。また、「30. 人にやさしい言葉をかける。」、「32. 言葉の意味を間違わ

ずに話す。」、「33. 言葉が途切れたり、詰まったりしない。」、「36. 話の内容がかみ合う。」

という項目はすべてに記載がない。 

 

  特別支援学校 通常 
  知的障害 小学校 中学校 高等学

校 
  

小
学
部 

中
学
部 

高
等
部 

第 1 学

年 
及び 

第 2 学

年 

第 3 学

年 
及び 

第 4 学

年 

第 5 学

年 
及び 

第 6 学

年 

第 1 学

年 
第 2 学

年 
第 3 学

年 
国語総

合 

聞
く 

1. 指示内容を理解できる。 ○ ○ ○ ○       
2. 指示の細かい点について言葉で理

解する。 ○ ○ ○ ○       

3. 集団の中でも指示の内容を理解

し、行動する。（聞く）  ○ ○ ○ ○       

4. 人の話を最後まで聞く。 
（相手を見て、しゃべらずに、怒らず

に） 
○   ○   ○    

5. 長い話を聞き続ける。※5・6 年生           
6. 質問を最後まで聞いてから答え

る。 ○      ○    

7. 場の状況を読み取る。 
（自分のことをしてよいか？、話し合

うべきか？、雑談の時間か？など） 
   ○  ○ ○ ○  ○ 

8. 話し合いの流れを理解する。（聞

く）   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

9. 話し相手の意図をとらえながら聞

く。 
※5・6 年生 

  ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

10. 聞き漏らしをしない。   ○ ○      ○ 
11. 言葉の意味を聞き間違えない。   ○       ○ 
12. 聞いたことをすぐ忘れない。           
13. 単語の意味を取り違えない。           
14. 友達の言っていることを理解

する。 ○ ○ ○ ○       
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（２）「聞く・話す」の「話す」領域
　「話す」の領域は全 24 項目ある。分析結果は
表 3 に示す。この中で知的障害特別支援学校の
国語学習指導要領にすべての学年で該当してい
る項目は「18. 相手にきちんと話す。」、「24. 話さ
れたことに意思を表す。」、「25. 自分の感情を言
葉で表す。」、「28. 自分のことを話す。」、「38. 内

容をわかりやすく伝える。」など、自分の感情や
意思を相手に表示する項目となった。また、「30. 
人にやさしい言葉をかける。」、「32. 言葉の意味
を間違わずに話す。」、「33. 言葉が途切れたり、
詰まったりしない。」、「36. 話の内容がかみ合う。」
という項目はすべてに記載がない。

表 3 分析基準に基づいた「聞く・話す」の「話す」領域の対応分析結果 

  特別支援学校 通常 
  知的障害 小学校 中学校 高等学校 
  

小
学
部 

中
学
部 

高
等
部 

第 1 学

年 
及び 

第 2 学

年 

第 3 学

年 
及び 

第 4 学

年 

第 5 学

年 
及び 

第 6 学

年 

第 1 学

年 
第 2 学

年 
第 3 学

年 
国語総合 

 

15. 援助を求める。 ○         ○ 
16. 困った時に助けを呼ぶ。 
（コミュニケーション） ○          

17. その場に応じた会話をする。   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
18. 相手にきちんと話す。 
（会釈は？、顔を見て、声の大きさ

は？、ふさわしい内容か？） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

19. 話している人に目を向ける。 ○   ○ ○  ○  ○  
20. 相手の感情や立場を理解して話

す。   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

21. 相手に応じた（適切な）言葉遣い

で話す。（目上の人、来客、集まりの

ときなど） 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

22. 場に応じた（適切な）言葉遣いで

話す。  
※5・6 年生 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

23. 表情、ジェスチャー等で、コミュ

ニケーションができる。 ○   ○       

24. 話されたことに意思を表す。 
（分かったか？、分からなかった

か？） 
○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

25. 自分の感情を言葉で表す。 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○   
26. わからないことは質問する。 
（コミュニケーション） ○   ○ ○  ○ ○ ○  

27. 聞かれたことにしっかり答える。 ○ ○  ○      ○ 
28. 自分のことを話す。（自己紹介、

趣味・特技、家族のことなど） ○ ○ ○ ○   ○    

29. 集団での話し合いに参加する。

（話す）   ※5・6 年生  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

30. 人にやさしい言葉をかける。 
（「お疲れ様」、「すごいですね」、「体

に気を付けて」など） 
          

31. 単語の羅列ではなく、文で話

す。 ○ ○         

32. 言葉の意味を間違わずに話す。           
33. 言葉が途切れたり、詰まったり

しない。           

34. 適切な速さで話す。（早口になっ

たり、たどたどしくならない）  ○  ○   ○   ○ 

35. 状態や程度・様子を表す言葉を

つかえる。（ピョンピョン跳ぶ、ボ

ウボウ燃える等） 
 ○         

36. 話の内容がかみ合う。           
37. 筋道の通った話をする。   ○ ○ ○ ○    ○ 
38. 内容をわかりやすく伝える。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

 

 

表 3　分析基準に基づいた「聞く・話す」の「話す」領域の対応分析結果
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（４）「書く」領域
　「書く」の項目は全 12 項目ある。分析結果は
表 5 に示す。「52. 短い文を正しく書く。」、「53. 
ひらがなや簡単な漢字を書く。」項目は、知的障
害特別支援学校の国語学習指導要領の各学年にす
べて該当している。その中の「53. ひらがなや簡
単な漢字を書く。」項目は、本研究の対象教育課
程すべてにあてはまっている。しかし、「55. 文
字を省略して書かない。」、「56. 縦線、横線に注
意して、読みやすい文字を書く。」、「59. 似た文
字でも間違わずに正しく書く。」は、すべての学
習指導要領に記載がない。また、「52. 短い文を
正しく書く。」項目は、知的障害特別支援学校国
語学習指導要領の全学部に記載があるのにもかか
わらず、通常学校では、小学校低学年でしか該当
していない。

Ⅳ . 考察

１．「聞く・話す」の「聞く」領域

「聞く・話す」領域「聞く」の「1. 指示内容を
理解できる。」、「2. 指示の細かい点について言葉
で理解する。」、「3. 集団の中でも指示の内容を理
解し、行動する。」、「14. 友達の言っていること
を理解する。」の指示理解や内容理解の項目は、
通常学校では小学校の低学年のみに該当した。こ
のことから、通常学校では早期に身に付けておく
べき基礎的能力として扱われていることが考えら
れる。しかし、知的障害特別支援学校の各学部で
該当していることから、知的障害児にとって学齢
期を通して身に付けるべき重要な項目であると考
えられる。山口県教育委員会（2010）は、職業
的発達段階の高等部において「必要な支援を求め、

（３）「読む」領域
　「読む」の領域は全 11 項目ある。分析結果は
表 4 に示す。「39. 短い文を正しく読む。」、「40. 
ひらがなや簡単な漢字を読む。」、「41. 文字を正
しく読む。」、「42. 文中の語句や行を抜かさずに
読む。」、「43. 文中の語句や行を繰り返し読まな
い。」、「44. 単語の拾い読みではなく、文として
読む。」、「45. 文字の順序を正しく読む。」、「47. 
長音や拗音を正しく読む。」、「48. 助詞や文末を

正しく読む。」の 9 項目は、知的障害特別支援学
校の国語学習指導要領の各学年にすべて該当して
いる。その中でも、「40. ひらがなや簡単な漢字
を読む。」項目は本研究の対象教育課程すべてに
あてはまっている。 
　また、「46. 区切りや抑揚をつけて読む。」、「49. 
適切な速さで読む。」項目は、知的障害特別支援
学校教育課程には該当しないが、通常小学校の各
学年で該当している。

（３）「読む」領域 

 「読む」の領域は全 11 項目ある。分析結果は表 4 に示す。「39. 短い文を正しく読む。」、

「40. ひらがなや簡単な漢字を読む。」、「41. 文字を正しく読む。」、「42. 文中の語句や行

を抜かさずに読む。」、「43. 文中の語句や行を繰り返し読まない。」、「44. 単語の拾い読み

ではなく、文として読む。」、「45. 文字の順序を正しく読む。」、「47. 長音や拗音を正しく

読む。」、「48. 助詞や文末を正しく読む。」の 9 項目は、知的障害特別支援学校の国語学習

指導要領の各学年にすべて該当している。その中でも、「40. ひらがなや簡単な漢字を読む。」

項目は本研究の対象教育課程すべてにあてはまっている。  

また、「46. 区切りや抑揚をつけて読む。」、「49. 適切な速さで読む。」項目は、知的障害特

別支援学校教育課程には該当しないが、通常小学校の各学年で該当している。 

 

表 4 分析基準に基づいた「読む」領域の対応分析結果 
  特別支援学校 通常 
  知的障害 小学校 中学校 高等学校 
  

小
学
部 

中
学
部 

高
等
部 

第 1 学

年 
及び 

第 2 学

年 

第 3 学

年 
及び 

第 4 学

年 

第 5 学

年 
及び 

第 6 学

年 

第 1 学

年 
第 2 学

年 
第 3 学

年 
国語総合 

読
む 

39. 短い文を正しく読む。 ○ ○ ○        
40. ひらがなや簡単な漢字を読む。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
41. 文字を正しく読む。 ○ ○ ○    ○    
42. 文中の語句や行を抜かさずに読

む。 ○ ○ ○    ○    

43. 文中の語句や行を繰り返し読ま

ない。 ○ ○ ○    ○    

44. 単語の拾い読みではなく、文とし

て読む。 ○ ○ ○    ○    

45. 文字の順序を正しく読む。 
（はしご→はごし）  ○ ○ ○    ○    

46. 区切りや抑揚をつけて読む。    ○ ○ ○     
47. 長音や拗音を正しく読む。 ○ ○ ○    ○    
48. 助詞や文末を正しく読む。 
※5・6 年生 ○ ○ ○    ○ ○  ○ 

49. 適切な速さで読む。 ※5・6 年生    ○ ○ ○     

 

（４）「書く」領域 

 「書く」の項目は全 12 項目ある。分析結果は表 5 に示す。「52. 短い文を正しく書く。」、

「53. ひらがなや簡単な漢字を書く。」項目は、知的障害特別支援学校の国語学習指導要領

の各学年にすべて該当している。その中の「53. ひらがなや簡単な漢字を書く。」項目は、

本研究の対象教育課程すべてにあてはまっている。しかし、「55. 文字を省略して書かな

表 4　分析基準に基づいた「読む」領域の対応分析結果
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指示・助言を理解し実行する力を獲得」すること
は職業教育・就労支援のために必要な指導だとし
ている。

「7. 場の状況を読み取る。」項目は通常学校で
は大半で該当しているが、知的障害特別支援学校
国語指導要領は、全学部で該当していない。国立
特別支援教育総合研究所（2010）は、知的障害
のある児童生徒の「キャリアプランニング・マト
リックス（試案）」の中で、場や状況に応じて適
切に行動するための能力の育成に関する領域を設
けていることから、場の状況を読み取る能力は知
的障害特別支援学校でも必要な項目ではないかと
考えられる。また、分析基準では全学部に該当し
ていないが、キャリアプランニング・マトリック
ス（試案）」によると、中等部から場に応じた言
動が必要だとしていることから、場の状況を読み
取る能力の育成が必要であると考えられる。

２．「聞く・話す」の「話す」領域

　「聞く・話す」領域「話す」の「18. 相手にき
ちんと話す。」、「24. 話されたことに意思を表
す。」、「25. 自分の感情を言葉で表す。」、「28. 自

分のことを話す。」、「38. 内容をわかりやすく伝
える。」の項目は、知的障害特別支援学校の各学
部で該当していることから、知的障害児にとって
重要な項目であると考えられる。

「17. その場に応じた会話をする。」、「20. 相手
の感情や立場を理解して話す。」、「22. 場に応じ
た（適切な）言葉遣いで話す。」項目は通常学校で、
全学習指導要領国語編に該当しているが、知的障
害特別支援学校国語指導要領は、高等部のみでし
か該当していない。国立特別支援教育総合研究所

（2010）は、知的障害のある児童生徒の「キャリ
アプランニング・マトリックス（試案）」の中で、
場や状況に応じて適切に行動するための能力の育
成に関する領域を設けていることから、場の状況
を読み取る能力は知的障害特別支援学校でも必要
な項目ではないかと考えられる。また、分析基準
では高等部のみに該当しているが、キャリアプラ
ンニング・マトリックス（試案）」によると、中
等部から場に応じた言動が必要だとしていること
から、場に応じた教育は高等部のみでは熟知でき
ないので、より早い段階から教育課程に取り入れ
るべきであると考えられる。
　「15. 援助を求める」、「16. 困ったときに助けを
呼ぶ」の項目は障害者が就労した際に重要な能力

い。」、「56. 縦線、横線に注意して、読みやすい文字を書く。」、「59. 似た文字でも間違わ

ずに正しく書く。」は、すべての学習指導要領に記載がない。また、「52. 短い文を正しく

書く。」項目は、知的障害特別支援学校国語学習指導要領の全学部に記載があるのにもかか

わらず、通常学校では、小学校低学年でしか該当していない。 

 

表 5 分析基準に基づいた「書く」領域の対応分析結果 
  特別支援学校 通常 
  知的障害 小学校 中学校 高等学校 
  

小
学
部 

中
学
部 

高
等
部 

第 1 学

年 
及び 

第 2 学

年 

第 3 学

年 
及び 

第 4 学

年 

第 5 学

年 
及び 

第 6 学

年 

第 1 学

年 
第 2 学

年 
第 3 学

年 
国語総合 

書
く 

50. 簡単なメモが取れる。  ○ ○ ○ ○     ○ 
51. 手本を見て書き写す。 ○   ○ ○ ○     

52. 短い文を正しく書く。 ○ ○ ○ ○       

53. ひらがなや簡単な漢字を書く。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
54. 漢字のへんとつくりを正しく書

く。     ○      

55. 文字を省略して書かない。 
（がっこう→がこう）           

56. 縦線、横線に注意して、読みやす

い文字を書く。           

57. おおむね正しい筆順で書く。    ○       

58. 形や大きさが整った文字を書く。  ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

59. 似た文字でも間違わずに正しく

書く。           

60. 拗音や促音を正しく書く。 
※5・6 年生  ○  ○       

61. 送り仮名に注意して書く。  
※5・6 年生     ○ ○    ○ 

 

 

Ⅳ.考察 

 

１．「聞く・話す」の「聞く」領域 

 

「聞く・話す」領域「聞く」の「1. 指示内容を理解できる。」、「2. 指示の細かい点につ

いて言葉で理解する。」、「3. 集団の中でも指示の内容を理解し、行動する。」、「14. 友達の

言っていることを理解する。」の指示理解や内容理解の項目は、通常学校では小学校の低学

年のみに該当した。このことから、通常学校では早期に身に付けておくべき基礎的能力と

表 5　分析基準に基づいた「書く」領域の対応分析結果
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である。今回の分析対象となった資料に同様の項
目があったことからも重要であることが考えられ
る。
　表情、ジェスチャー等でのコミュニケーション
は小学校でのみ該当した。通常学校においては表
情やジェスチャー等が言語を習得するまでの代替
的なコミュニケーション手段として指導されてい
ることを示唆する。しかし、知的障害のある子ど
もたちにとって、言語的なコミュニケーション手
段の習得が難しい場合もある。よって特別支援学
校の教育課程として、表情やジェスチャー等によ
るコミュニケーションに関する指導が重要になる
だろう。

３．「読む」領域
　

「39. 短い文を正しく読む。」、「40. ひらがなや
簡単な漢字を読む。」、「41. 文字を正しく読む。」、

「42. 文中の語句や行を抜かさずに読む。」、「43. 
文中の語句や行を繰り返し読まない。」、「44. 単
語の拾い読みではなく、文として読む。」、「45. 
文字の順序を正しく読む。」、「47. 長音や拗音を
正しく読む。」、「48. 助詞や文末を正しく読む。」
の 9 項目は、知的障害特別支援学校の各学部で
該当していることから、知的障害児にとって重要
な項目であると考えられる。

「40. ひらがなや簡単な漢字を読む。」は、全教
育課程で該当している。「特別支援教育就労をめ
ざして～一人ひとりの自立・社会参加に向けて～」

（山口教育委員会，2010）の「ひらがなや簡単な
漢字を読む」ことが就労のために身に付けさせた
い課題（例）の中で挙げられていることから、重
要な項目であることが伺える。

４．「書く」領域

「52. 短い文を正しく書く。」、「53. ひらがなや
簡単な漢字を書く。」は、知的障害特別支援学校
の各学部で該当していることから、知的障害児に
とって重要な項目であると考えられる。

「53. ひらがなや簡単な漢字を書く。」は、全教
育課程で該当している。「特別支援教育就労をめ
ざして～一人ひとりの自立・社会参加に向けて～」

（山口教育委員会，2010）の「ひらがなや簡単な
漢字を書く」ことが就労のために身に付けさせた
い課題（例）の中で挙げられていることから、重
要な項目であることが伺える。

「55. 文字を省略して書かない。」、「56. 縦線、

横線に注意して、読みやすい文字を書く。」、「59. 
似た文字でも間違わずに正しく書く。」は、知的
障害特別支援学校及び通常学校で該当がないこと
から、項目自体が必要あるのかわからないので今
後の研究課題であり、現場の先生に項目の必要性
を問うべきだと考えられる。

５．今後の展望

本研究では、特別支援教育における国語教育
課程再構築のための最初の段階として、自立と社
会参加に必要な国語力と現在の国語教育課程を分
析し、特別支援教育における国語の教育課程の課
題を明らかにした。本研究において特別支援学校
の学習指導要領に該当した項目は今後の国語教育
課程再構築の際に重要な項目となる。また、一部
にのみ該当した項目や、まったく該当の無かった
項目に関しては、教育現場の教員に対する今後の
調査を行い項目の必要性を確認していく必要があ
ろう。さらに、現場教員への調査を通して、本研
究で設定した項目について国語教育課程として再
構築するために難易度別の段階分けや、項目の内
容の精査等が必要とされるだろう。
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